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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月14日(2016.6.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　駆動力（３０）又は駆動モーメントを提供する少なくとも１つの駆動ユニット（１４）
と、
　入力部材（２０）及び並進的に可動な出力部材（２２）を有した被駆動ユニット（１６
）であって、前記入力部材（２０）と前記出力部材（２２）との間に累進的な力・行程特
性線を有している被駆動ユニット（１６）と、
　支点（２６）で回転可能に支持されている伝達エレメント（１８）と、を有しており、
該伝達エレメント（１８）は、該伝達エレメント（１８）にトルク（３８）を伝達可能で
あるように前記駆動ユニット（１４）に接続されており、かつ入力枢着点（３０）と出力
枢着点（２８）とを有していて、該出力枢着点（２８）には、前記伝達エレメント（１８
）と共にトグルレバー（４２）を形成する接続エレメント（３４）が枢着されており、該
接続エレメント（３４）は前記被駆動ユニット（１６）の前記入力部材（２０）に、力を
前記被駆動ユニット（１６）に伝達可能であるように接続されていて、前記出力部材（２
２）の前記力・行程特性線を設定するために、前記出力部材（２２）の出発位置に関連し
て前記トグルレバー（４２）の角度（４４）が変更可能である、駆動装置（１０）、特に
変形加工装置を駆動する駆動装置（１０）であって、
　前記伝達エレメント（１８）は、前記支点（２６）を中心として回転可能に支持されて
いる２つの別個の伝達部材（７０，７２）を有しており、前記入力枢着点（３０）と前記
出力枢着点（２８）とはそれぞれ、前記両伝達部材（７０，７２）のうちの一方に形成さ



(2) JP 2015-533656 A5 2016.8.4

れており、前記両伝達部材（７０，７２）は様々な回転角度において互いに回動不能に結
合可能であることを特徴とする、駆動装置、特に変形加工装置を駆動する駆動装置。
【請求項２】
　１つのスライド（２４）と、該スライド（２４）を駆動するための、請求項１記載の少
なくとも１つの駆動装置（１０）とを備えた、変形加工装置（１２）用のプレスモジュー
ル。
【請求項３】
　請求項２記載の複数のプレスモジュールを備えた、ワークを加工するためのモジュール
式のプレスシステム。
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